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一般紙 紙 朝日 每日 讀賣 産経 日経 全國紙 北海道 東京 西日本 地方

紙

.Ⅱ 과 ,敬語誤用 敬語意識 場面

辻村

對者

お ご

堀內武雄 現代敬語用法 敬語 國文學第三十三券 十五号 改裝版 學燈ダイジェスト セミナー  

社

南不二男 敬語 岩波新書 岩波書店

南不二男 敬語 岩波新書 岩波書店 大石初太郞
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場面 永野賢

話材

永野賢 場面

話材 雰囲氣 脈絡

緊張關係 場面

事態

場面

.Ⅲ 의場面別 敬語誤用 具体例

場面

.1. 家庭

3.1.1. 呼稱7)

朝日さん ちゃん

南不二男 敬語 岩波新書 岩波書店

永野賢 傳達論 日本語文法 硏究 東京堂にもとづく の  



主人 健一

健一さん さん

北海道 讀賣

ほんとうにあなた 言 人 朝日と う は あなた

おとうさん 朝日がおっしゃいました

主人の 母樣お 東京 西日本でございます

話者 聽者

おとうさん おかあさん

內外

うちの太郞さんは 朝

日

太郞さん

3.1.2. あげる｢ ｣

犬 飯にご をあげた 朝日か

乳お をあげて 飮 日經も みません

3.1.3 자기쪽 尊敬

他人 外部 尊敬

おとうさん 朝日がおっしゃいました

主人の 母樣お 東京でございます

うちの主人がこういわれました うちのおとうさんがこうおっしゃったのですが

內外意識 牧野成一著 空 

間 言語文化學 
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西日本

医師 先生 每日

子 朝 熱 出 乳うちの は からお が てお をあげても 東京のみませんので

うちの太郞さん 朝日は

他人 內部

家族

母樣お 一郞 戻はまだ っておりませんが 母樣お 一郞さん 戻はまだ っておりません

が 個人差 一郞 一郞さん さん

東京

3.1.4. 二重敬語

お歸りになられました おっしゃっていらっしゃいます まいりますです

東京

의3.1.5. 謙讓語 尊敬語化

どうせいただく 菓子なら のお 車掌に申 出し ください あなたならどういたしま

讀賣すか 主体 客体

의3.1.6. 謙讓語 品位語化

えさをあげる 每日 味いい よいただいて 讀賣

.2. 學校

3.2.1. 呼称

きみ ぼく 朝日

くん 日経

さん 朝日

直塚先生はまだおみえに

讀賣なっておりません

いただく



先生、おとうさんは 父兄會 出席きょうの には できませんとおっしゃいました

東京タイムズ

3.2.2. お｢ ｣

朝日おこんばんは おこんにちは

學校 敎室 讀賣お お おサイダ おチョコ

お

3.2.3. あげる｢ ｣

変數 に をいれてあげる 讀賣と

3.2.4. --させていただく｢ ｣

讀ませていただき 每日ます

用事 先 歸があるので に らせていただき 涼解 讀賣ます

始めさせていただき 詫ます お びさせていただき 諒解 有無 關係ます

朝日 朝日

자기쪽3.2.5. 尊敬

先生、おとうさん 父兄會 出席はきょうの には できませんとおっしゃいました

西日本

3.2.6. 二重敬語

お書きになっていらしゃい 每日ませ

속에서의3.2.7. 文章 混亂

先生 病氣 母のご を からうかがいまして うかがいまして

聞 朝日きまして

父 田舍 出 來 先生父が から て るんですが に 目お にかかって 讀賣ください

直塚先生 西日本はまだおみえになっておりません
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의3.2.8. 謙讓語 尊敬語化

先生 忙はお しいところを參られて 每日 來月どうぞ も 出席ご してください

日経

父が申し 西日本ました

.3. 社 會

3.3.1. 一般會社

3.3.1.1. 呼 称

さん 産経

同僚 呼称

職名 公式重視 每日

名前 非公式重視 每日

さん

會社 內 對話 部長 課長 職名 追放 さん

朝日

知人 課長さん

部長さん

さん

日経

さん

敬意下落 あなた 同年輩 女性 讀賣

他人 呼称

私 友人 大 経營の はある きなビル の總務課長さん 朝日だが

垂直社會 解消 日経

11) 의 1998 P.44文化廳 國語 關 世論調査に する  

9 1969 P.180田中章夫 敬意論議 起 論集日本語硏究 敬語 有精堂はなぜ こる｢ ｣  

日経



3.3.1.2. --させていただく｢ ｣

休業させていただき 讀賣ます

させていただき 會合 聞 産経ますが などで かれる

자기쪽3.3.1.3. 尊敬

社長 留守はお ですか はい、 留守お 御意見 私です あなたの は の 意見ご は

朝日

どなた 呼 西日本をお びしましょうか

電話 面會 時

課長さん 奧 日経の さんですか 鈴木さん 席空はただいま きですが

東京

上司 外部

部長さん 出 留守 西日本はお かけでお です

課長は 席ただいま におりませんので 歸お りになりましたらそうおつたえしておきます

每日

3.3.1.4. 二重敬語

さんがかぜのため 休お みになられ 每日たので

伺お いさせていただき 公明ます

의 품위어화3.3.1.5. 謙讓語

お勤めする お休みする 今週 日本の

3.3.2. 放送局

호칭3.3.2.1.

櫻井さん 中國 歸 西日本が から りましたので

さん 歌 讀賣に っていただきましょう

さん
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あなた

あなた 選の ぶベストテン あなた 淸 一票 朝日の き

あなた 朝日

部長さん 出 留守 西日本はお かけでお です

3.3.2.2. お｢ ｣

過多使用お

お忙しい御出勤前のおひげのお手入 電氣れもこの カミソリをお使いいただきますとお

肌痛めずにお早くきれいにお 讀賣そりいただけます

3.3.2.3. あげる｢ ｣

榮養劑 廣告文 過多使用

疲 自分 褒れた を めてあげ 讀賣たい

主婦

足 踏を んであげる 東京の

料理

切にんじんを ってあげる 入しおを れてあげる 朝日

3.3.2.4. --させていただく｢ ｣

違和感

今 歌ただ の をお聽かせてもらって 愛知縣 每日いて

廣告文

求 方 印 持 歸 特価 配達 遠慮お めなさりたいお は はお ち り ですので は させていただきま

每日すシ ズンオフではおもとめやすさ

자기쪽3.3.2.5. 尊敬

司會者 視聽者 出演者

さんのお話 聞 每日を きましょう

女性 同僚 女性 放送局內 解說委員

同僚記者

櫻井さん 中國 歸 朝日が から りましたので

解說委員に伺い 每日ました



放送記者それでは にお話をうかがって 西日本みましょう

속에서의3.3.2.6. 文章 混亂

お求めやすい 讀賣

의3.3.2.7. 謙讓語 尊敬語化

どうせいただく 菓子 讀賣なら のお

れる

ご結婚する 義宮樣のご結婚される 朝日

陛下 大統領がニクソン のところに參られ 每日ました

의3.3.2.8. 尊敬語 品位語化

宅 何羽お にお くらいいらっしゃい 每日ますの

ええまだ わにが いらっしゃい 産経ます

및 가게3.3.3. 百貨店

3.3.3.1. 呼稱

理髮師 料理師 先生 産経

女店員 店員さん 朝日

主人ご さま 留守 西日本は でございますが

あした 方トビの 西日本にうかがってみません

係員の 方お 番 每日おねがいします

迷兒 迷子 樣さん 每日

客樣お 三越 あ

なた 朝日

3.3.3.2. お｢ ｣

安心 百貨店 店員 才 西日本
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百貨店 店員 才 東京

私のお話 終 西日本はこれで わります

お

お入學 朝日セ ル おシャンプ お 讀賣セット

3.3.3.3. --させていただく｢ ｣

弱者

本日休業させていただき 朝日ます

자기쪽3.3.3.4. 尊敬

主人樣ご 西日本

從業員 あした 方トビの にうかがってみません

西日本 係員 方のお 番 每日おねがいします

3.3.3.5. 二重敬語

奧樣まあ おやせになられてウエストなんか くらいにおなりになられたんじゃございま

せんこと 西日本

속에서의3.3.3.6. 文章 混亂

宅樣 庭 美 花 咲 結構お のお にはお しいお がおたくさんお きでいらっしゃいましてご で

每日ございますこと

의3.3.3.7. 謙讓語 尊敬語化

客 記念品あのお さま お持ちし 日経 朝日ましたか

3.3.4. 國會

3.3.4.1. --させていただく｢ ｣

開會では させていただき 讀賣ます

私 代表幹事 者 深 反省もさきがけの をさせていただいた として く をさせていただいて

朝日おりました

자기 쪽 존경3.3.4.2.

國會質疑 總理



答辯が され 通 讀賣ました り

과 차량 안3.3.5. 地下鐵驛

3.3.5.1. 呼稱

さん 降お りの方 每日

3.3.5.2. --させていただく｢ ｣

閉ドアを めさせていただき 朝日 諒解 有無 關係ます

속에서의3.3.5.3 文章 混亂

さんがいらっしゃっ 驛長室たら まで來て 每日ください

はい、 存ご じ 朝日です

의3.3.5.4. 謙讓語 尊敬語化

あとから參り 方 順序 並 日経ました はうしろに よく んでください

乘車券特急券おくつろぎのところまことにおそれいりますが を 示お ししてください

日経

酒屋さああそこの さんでうかがって 日経みてください

さんおり 驛長 事務室 每日ましたら の まで

의 품위어화3.3.5.5. ( )謙讓語 丁寧語化

車お が參り 每日ました

.Ⅳ 의 에 의한誤用 要因 敬語意識

お

あげる
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いただく させていただく お する おる

의 의 과.1. 敬語 形態上 誤用 要因分析

의4.1.1 主体 客体 混亂

謙讓語 尊敬語化現象

家庭 あなたコ ヒ いただけません めしあがる

いただく

學校 いらっしゃる おっしゃる お ご になる 參

申られる す お ご する

申される

參いただく いたす お ご する れる る うかがう

參お ご する る

お ご する お ご いたす おる

謙讓語 尊敬語化現象

尊敬

家庭

心理的 距離

學校 聽者 話者

會社 心理的 距離



4.1.2. 敬意不足 意識

二重敬語

家庭 お になる れる ますですでございます おっしゃる ていらっしゃる

學校 お になる ていらっしゃる

社會 會社 お になる れる お ご させていただく

文章 不一致

學校 話題

會社 お わかりです お

의 에 의한 과.2. 個人 許容度 混亂 要因分析

의4.2.1. 謙讓語 品位語化

品位語化あげる

家庭

親愛 表現

學校 あげる

品位語化

させていただく 品位語化

學校 便利 諒解 有無 關係

社會 會社 便利 諒解 有

無 關係

街頭放送 諒解 有無 關係
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家庭 いただく

社會 會社 休お みする

의4.2.2. 品位語化お｢ ｣

學校 放送局 お

自己誇示

百貨店

의4.2.3 尊敬語 品位語化

放送局 いらっしゃる 品位語化

의4.2.4. 呼称 品位語化

學校 民主化意識 女學生 男性化 現象 男女 親愛 親密度重

視 現象

社會 會社 社員 民主化意識 便利 さん

.Ⅳ 結 論

本 硏究 敬語 誤用 日本新聞記事 敬語誤用

要因分析 敬語誤用 要因 形態上

敬語誤用 意識 個人 許容度 敬語混亂 意識 形態上

誤用 細部項目 主体 客体 敬意不足 現象 主

体 客体 謙讓語 尊敬語化意識 聽者

個人 許容度 混亂 要因 謙讓語 品位語化 接頭語 お

品位語化 尊敬語 品位語化 呼称 品位語化 お

表現形式 敬語意識

客体 主体 兩者

尊敬さん

品位語的 品位

家庭 個人 許容度 混亂 形態上 誤用



謙讓語 尊敬語化意識 聽者 心理的 距離 二重敬語 家

庭 學校 社會 場面

商業主義 民主主義 社會 相互尊敬 基本趣旨 現

代日本語 敬語意識 品位語 中樞的 求心点 品位

語 話題 人物

敬語法 誤用 謙讓語 尊敬語化 尊敬語

曖昧 話者 品位維持 品位語化

參考文獻【 】

年代 年代 日本 主要日刊紙

石野博史 敬語 亂 續敬語 文化廳の れ ことばシリーズ  

井上史雄 誤用 社會學 月刊言語 大修館書店の   

新風景 秋山叢書ことばづかい  

岩淵悅太郞 今後 敬語 敬語 文化廳の ことばシリーズ  

大石初太郞 敬語 正 使 言語生活 筑摩書房が しく えますか   

敬語 筑摩書房  

新 敬語 小學館しい  

奧山益郞 敬語 正用 誤用 月刊言語 大修館書店の と   

菊地康人 変 行 月刊言語 大修館書店わり くさせていただく   

敬語再入門 丸善ライブラリー  

玉村文郞 日本語學 學 人 世界思想史を ぶ のために  

辻村敏樹 現代 敬語 共文社の  

現代語 敬語 日本語敎育 早大出版  

南不二男 敬語 岩波新書  

渡辺實 敬語 體系 敬語 有精堂の   
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要 旨

硏究 敬語 誤用 指摘 新聞記事 內容 分析 日本人 敬語意識 硏究この は の を した の を して の を しようと

日本人 敬語 誤用 起 要因 類型 形態上 敬語 誤用 要因 個人 許するのである の の を こす の を の の の と の。

容 差 敬語 混亂 要因 分 形態上 敬語 誤用 要因 細部項目 主体 客体の による の の に けた の の の の には。

混亂 敬意 不足 細分 主体 客体 混亂 謙讓語 尊敬語化意識 聽者 聞 手 意識の と の に し の には の き、 、

尊敬語 訪 返事 人 尊敬語 返事 現象 分で ねられたとき をする も で をする に ける。

次 個人 許容 差 混亂 要因 謙讓語 品位語化 接頭語 品位語化 尊敬語に の の による の には の お の、 、

品位語化 呼称 品位語化 分 相手 行動 尊敬 表現形式の の に ける お をつけさえすれば の を する に、 。

誤 意識 客体 主体 兩者 失礼なるといった った もあるだろうが をともにあがめ に とならないため、

配慮 自分 子供 太郞 自分の であり の にも うちの さんは のように さん をつけているがこれは の

子供 尊敬 品位語的 用法 自己 品位 表を しているというより な であり の を すためのものである。

要因 家庭 學校 社會 場面 表 考察 家庭 個この らが の で どのように われているかを した では、 、 、 。

人 許容 差 混亂 形態上 誤用 多 表 學校 社會 兩方の の による より の がもっと く われていた と では とも。

多 表 謙讓語 尊敬語化意識 聽者 意識 心理的距離 二重敬語 家庭く われていた の を した などは。 、 、 、

學校 社會 場面 多 發生の で く していた、 。

現代 社會 特性 商業主義 民主主義 社會 相互尊敬 基本的趣旨 現代これは の の である の の を として、

日本語 敬語意識 品位語 中樞的 求心点 見 品位語 話の から が な となっていると ることができる は。

題 人物 聞 手 近 自分側 近 判斷 簡單 敬語 使の が き に いかそれとも に いのかを しなくとも に を えるとい

手輕 一層廣う さのゆえ がっていっているのである。

: ( )場面 敬語意識 敬語誤用 混亂 要因 形態上 誤用 心理的距離キーワード の、 、 、 、 、

個人 許容 差の の
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